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【
う
ら
へ
続
く
】

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
。「
平
和

賞
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

制
定
に
貢
献
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
が
受
賞
し
た
」「
被
爆

者
団
体
も
喜
ん
で
い
た
」

「
こ
れ
を
機
に
日
本
政
府

も
禁
止
条
約
に
署
名
、
批

准
し
て
も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
物
理
学
賞
は
重
力
波

を
初
め
て
検
出
し
た
重
力

波
望
遠
鏡LIG

O

（
ラ
イ

ゴ
）
観
測
チ
ー
ム
の
３
氏

が
受
賞
し
た
」「
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
予
言
か
ら

１
０
０
年
、
困
難
な
検
出

に
成
功
し
た
こ
と
は
画
期

的
な
こ
と
だ
」「
雑
音
を

取
り
除
く
こ
と
に
日
本
人

の
研
究
者
が
貢
献
し
て
い

る
」

　

２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
が
核
兵
器
廃
絶

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
）
に
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
核
兵
器
禁

止
条
約
の
制
定
な
ど
を
訴

え
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
の
連
合
体
。

　

授
賞
理
由
の
発
表
で
ノ

ー
ベ
ル
委
員
会
は
、「
ど

の
よ
う
な
核
兵
器
の
使
用

も
人
類
に
破
滅
的
結
果
を

も
た
ら
す
こ
と
に
注
目
を

集
め
る
活
動
と
、
核
兵
器

を
条
約
に
基
づ
い
て
禁
止

す
る
こ
と
を
達
成
す
る
と

い
う
前
例
の
な
い
努
力
」

を
挙
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
保
有
国
の

核
兵
器
改
良
の
動
き
や

北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
を

指
摘
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
へ
の
授

賞
は
、
核
兵
器
保
有
国
に

対
し
核
廃
絶
を
真
剣
に
交

渉
す
る
よ
う
求
め
る
も
の

で
も
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
制
定
に
努
力

　

１
日
投
開
票
の
武
蔵
野

市
長
選
挙
で
、
松
下
玲
子

氏
（
共
産
、
民
進
、
ネ
ッ

ト
、
社
民
、
自
由
な
ど
支

持
）
が
自
民
党
候
補
を
大

差
で
破
り
初
当
選
し
ま
し

た
。

　

選
挙
戦
で
松
下
氏
は
、

中
学
校
給
食
の
実
現
、
認

可
保
育
園
の
増
設
な
ど
を

進
め
て
き
た
現
市
政
の
継

承
・
発
展
を
強
調
。
待
機

児
童
ゼ
ロ
、
脱
原
発
、
憲

法
を
生
か
し
た
平
和
な
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。

　

自
民
候
補
と
の
一
騎

打
ち
に
な
っ
た
市
議
補
選

で
は
、
沖
田
豊
史
氏
（
共

産
党
推
薦
）
が
得
票
率

49
・
６
％
を
獲
得
、
大
健

闘
し
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
長
選

　

松
下
玲
子
氏
が
当
選

　

 

党
派
の
違
い
を
超
え
て
支
援

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
５
１
５
万
人
余

今
月 

国
連
に
提
出
へ

　

会
議
成
功
に
大
き
な
貢
献
を
期
待

　

世
界
中
に
核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
る
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」
に
取

り
組
む
連
絡
会
は
９
月

29
日
、
署
名
の
累
計
が

５
１
５
万
４
８
６
６
人

に
な
っ
た
と
発
表
し
ま
し

た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
７

月
７
日
、
国
連
加
盟
国
の

６
割
を
超
え
る
国
の
賛
成

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
議
に
日
本
か
ら
は
日

本
被
団
協
、
日
本
原
水
協

な
ど
が
参
加
し
、
被
爆
体

験
を
語
り
、
３
０
０
万
近

い
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
を
届
け
る
な
ど
、
条

約
採
択
に
多
大
な
貢
献

を
し
ま
し
た
。
今
月
１

日
ま
で
に
53
カ
国
が
署
名

し
、
３
カ
国
が
批
准
を
済

ま
せ
ま
し
た
。
条
約
は
50

カ
国
が
批
准
し
た
後
、
90

日
で
発
効
し
ま
す
。

　

２
日
か
ら
国
連
の
軍
縮

第
一
委
員
会
が
開
か
れ
て

お
り
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」
が
会
議
の
成
功

に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
文
学
賞
は
長
崎
生
ま

れ
の
英
国
人
作
家
の
カ

ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
が
受

賞
し
た
」「
イ
シ
グ
ロ
氏

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
『
世
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

界
に
お
け
る
前
向
き
な

こ
と
、
良
識
あ
る
価
値
観

に
何
ら
か
の
形
で
寄
与
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
』

と
述
べ
た
」「
日
本
を
舞

台
に
し
た
作
品
も
あ
る
」

「『
わ
た
し
を
離
さ
な
い

で
』
は
日
本
で
も
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
。

「
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
と
の
『
ペ
ア
ペ
ア
見

学
記
念
ス
タ
ン
プ
』
が
実

施
さ
れ
て
い
る
」「
両
施

設
の
ス
タ
ン
プ
を
揃
え
る

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が

も
ら
え
る
」「
10
月
20
日

は
OB
の
語
り
部
の
会
に
よ

る
『
電
気
試
験
所
に
お
け

る
黎
明
期
の
無
線
通
信
研

究
に
つ
い
て
』
が
予
定
さ

れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽

原
発
６
、７
号
機
、
規
制

委
が
適
合
判
断
（
４
日
）。

「
事
実
上
の
審
査
合
格
だ
。

そ
も
そ
も
東
電
に
動
か
す

資
格
は
あ
る
の
か
」「
福

　

大
手
広
告
代
理
店
・
電

通
の
新
入
社
員
が
過
労

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
労

働
基
準
法
違
反
事
件
の
初

公
判
が
東
京
簡
裁
で
開
か

れ
、
出
廷
し
た
被
告
・
電

通
の
社
長
が
違
法
残
業
を

謝
罪
し
ま
し
た
。

　

電
通
は
、
労
働
基
準
監

督
署
か
ら
度
重
な
る
「
是

正
勧
告
」
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
労
働

第35回むさしの子どもまつり

10 月 15 日 ( 日 )10:00 ～ 15:00
　　　　　＊雨の場合 1週間延期

　　都立武蔵野中央公園：無料
主催：むさしの子どもまつり実行委員会

　「作る」「からだを使う」「見る」など手作り
の遊び約30種のブースがあり、幼児から小
学生まで、お金を使わず一日おもいっきり遊
び楽しめます。食べ物店はありません。お弁
当持参で、親子一緒に楽しみませんか。

電
通
過
労
自
殺
裁
判

悲
劇
繰
り
返
す
な

　

根
絶
す
る
た
め
の
法
規
制
を

者
の
増
員
や
業
務
量
の
削

減
な
ど
の
抜
本
的
な
対
策

を
講
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
４
年
度
に
違
法
残

業
を
強
い
ら
れ
た
労
働
者

は
毎
月
１
４
０
０
人
前
後

に
上
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
労
働
時
間
を
減
ら
す

の
で
な
く
、
残
業
時
間
の

上
限
に
つ
い
て
労
使
間
で

決
め
る
三
六
協
定
特
別
条

項
の
上
限
を
２
倍
に
引
き

上
げ
る
な
ど
驚
く
べ
き
こ

と
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

電
通
の
責
任
を
厳
し
く

た
だ
す
と
同
時
に
、
国
の

責
任
で
、
長
時
間
労
働
を

な
く
し
、
過
労
死
を
根
絶

す
る
た
め
の
法
規
制
が
急

が
れ
ま
す
。

　

国
立
大
学
全
86
校
に

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
防
衛
省

が
資
金
を
提
供
す
る
委
託

研
究
制
度
「
安
全
保
障
技

術
研
究
推
進
制
度
」
に
つ

い
て
23
校
が
今
年
度
の
応

募
を
認
め
な
い
と
し
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
応

募
者
が
い
な
か
っ
た
と
し

た
39
校
を
加
え
る
と
７
割

を
超
え
ま
す
。

　

国
立
大
の
運
営
費
交

付
金
が
04
年
の
独
立
行
政

法
人
化
以
降
１
５
０
０
億

円
近
く
削
ら
れ
る
な
ど
研

究
予
算
が
減
ら
さ
れ
る
な

か
、
同
制
度
は
「
研
究
者

版
・
経
済
的
徴
兵
制
」
と

批
判
を
浴
び
て
い
ま
す
。

17 年度　防衛省の委託研究

国立大 23校  応募認めず

　学術会議の声明反映

島
第
１
原
発
と
同
じ
沸
騰

水
型
炉
と
し
て
は
初
め
て

だ
」「
米
山
新
潟
県
知
事

は
県
独
自
の
検
証
を
進
め

る
と
し
て
い
る
」「
東
京

都
も
東
電
の
大
株
主
な
の

だ
か
ら
都
知
事
は
ダ
メ
だ

と
い
う
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ラ
ス
ベ
ガ
ス
銃
乱
射
事

件
。「
悲
惨
す
ぎ
て
言
葉

が
出
な
い
」「
現
地
は
日

本
人
観
光
客
も
多
く
訪
ね

る
と
こ
ろ
だ
。
先
週
も
友

人
が
行
っ
て
い
た
」「
ア

メ
リ
カ
の
銃
社
会
は
ひ

ど
い
」「
ト
ラ
ン
プ
は
銃

規
制
に
つ
い
て
後
ろ
向
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
。「
組

み
体
操
が
危
険
を
冒
さ

な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
」「
低
学
年
の
短
距

離
走
は
男
女
が
一
緒
に
走

　
「
高
等
教
育
の
無
償
化
」

を
掲
げ
る
安
倍
政
権
で
す

が
、
教
育
へ
の
支
出
を
減

ら
し
続
け
て
い
ま
す
。
文

教
予
算
を
み
る
と
、
第
２

次
安
倍
政
権
が
発
足
す
る

前
の
12
年
度
に
比
べ
て
減

っ
て
い
ま
す(

図)

。

　

他
方
、
５
年
連
続
で

増
や
し
続
け
て
き
た
の
は

軍
事
費
で
す
。
12
年
度
と

比
べ
、
17
年
度
は
８
・
２

％
も
増
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。
予
算
の
使
い
方
が
ア

ベ
コ
ベ
で
す
。

安倍政権

文教費削り軍事費大幅増

る
。
事
前
の
タ
イ
ム
順
で

組
を
決
め
て
い
る
と
い

う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
４
日
は
雲
の
合
間
か

ら
の
中
秋
の
名
月
を
見
な

が
ら
帰
宅
し
た
」「
５
日

は
寒
か
っ
た
」「
た
ま
ら

ず
暖
房
を
使
っ
た
」「
コ

ブ
シ
の
実
が
割
れ
て
オ
レ

ン
ジ
色
の
種
が
ゆ
っ
く
り

落
ち
て
き
た
」


